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2019 年 4 月に栄養士養成校に入学前の栄養士養
成の進路希望時期と動機について、自記式アンケー
ト調査を行った。 




































図2  栄養士を目指したきっかけ（動機） 
 
武蔵丘短期大学紀要 第27巻 



































































保育園 12 7 5 4 
社員食堂 5 4 3 0 
病院 1 2 0 1 
高齢者福祉施設 1 2 0 1 
小中学給食 2 1 1 0 
スポーツ施設 1 4 0 1 
食品会社 0 0 2 0 
その他 1 1 1 0 






























－ 21 － 
「毎日」「週4〜5 回」を合わせて27％で、「ほと










































はビタミン A で 4.3±2.5個だった。ビタミン A を




く含む食品の最大値は 18個で 2 人、最小値は 3個












ビタミンA 4.3±2.5 10 1 
ビタミンD 6.2±3.8 19 1 
ビタミンE 6.0±4.0 19 3 
ビタミンK 6.0±3.7 20 2 
ビタミンC 8.1±4.7 18 3 
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